
報 告 事 項 （1）

令 和6年 度 事 業 報 告 につ い て

○ こ だ か さ 障 害 者 支 援 セ ン タ ー （就 労 継 続 支 援A・B）

1事 業 の 内 容

（1） 開 所 （就 労 ） 日数261日 ） （第2・4土 曜 日営 業 日）

・木 工 科8：30～17：00

・軽 作 業／洋 裁 科9：00～16：00

・理 美 容 科 ／鍼灸マッサージ科 ㊥8：30～15：30⑱10：00～17：00

（2） 利 用 者 数 （R7．3．31現 在 単位 ：人 、 ％）

区分（定 員） 木工科 洋裁科 鍼 灸 マッサー

ジ 科

理容科 美容科 計 （現 員 ） 平均実利用

者数及び％

A（10） 5

（5）

一 一
1

（1）

1

（1）

7

（7）

6．8 68％

B（44） 30

（26）

4

（4）

8

（7）

1

（1）

一
43

（38）

32．0 73％

計 （54） 35

（31）

4

（4）

8

（7）

2

（2）

1

（1）

50

（45）

一 一

※下段 の（ ）は前年度 、平均 実利用者数 ＝延べ利用者数 ÷延 べ開所 日数

（3） 令 和6年 度 平均 月額 工 賃等 （秋 ／春 の奨 励 金 含 む） （単位 ：人 ・円）

区 分

年 額 ／12．月

3万 未満 3～10万 10万 以 上 最高額 最低額 月平均

A型 一 一
7

（7）

222，169

（217，254）

131，384

（117，217）

176，396

（168，469）

B

型

木工科 11（1）

（6（2））

16

（18）

4

（4）

130，058

（138，737）

1，895

（2，284）

53，424

（57，734）

洋裁科 4

（4）

一 一 17，631

（17，311）

3，109

（3，283）

14，673

（14，730）

理容科 一
1

（1）

一
62，228

（64，819）

一
62，228

（64，819）

美容科 一 一 一 一 一 一

鍼 灸 マッサージ 3

（3（1））

3

（3）

2

（2）

141，300

（114，337）

9，001

（12，487）

81，549

（70，417）

計 18（1）

（13（3））

20

（22）

6

（6）

一 一
56，281

（58，253）

A型 ＋B型

51（1）

（48（3））

18（1）

（13（3））

20

（22）

13

（13）

一 一 一

※（ ）は年 度 中 に転 出した利 用 者数 の再掲 、下段 の （ ）は前 年 度

※令 和5年 度 高 知 県 内就 労継 続 支 援 （A型 ・B型 ）事 業 所 の平 均 月額 工 賃

A型24施 設99，123円 、B型113施 設27，869円



（4） 売 上 ／工 賃 内訳 （単位 ：千 円）

区 分 木工科 洋裁科 鍼 灸 マッサージ 理容科 美容科 喫茶 合計

A売 上 24，492

（19，357）

一 一
1，706

（1，534）

1，497

（1，652）

427

（397）

28，122

（22，940）

B売 上 57，044

（42，122）

977

（1，030）

6，061

（5，722）

357

（527）

一 一
64，439

（49，401）

合 計 81，536

（61，479）

977

（1，030）

6，061

（5，722）

2，063

（2，061）

1，497

（1，652）

427

（397）

92，561

（72，341）

A賃 金 11，660

（11，026）

一 一 1，423

（1，271）

1，419

（1，361）

316

（286）

14，818

（13，944）

B工 賃 15，643

（16，531）

299

（274）

4，991

（4，732）

747

（777）

一 一
21，680

（22，414）

法定福利費 1，813

（1，772）

一 一 264

（252）

254

（255

一 2，331

（2，279）

※作業員賃金 1，806

（1，305）

一 一 一 一 一
1，806

（1，305）

合 計 30，922

（30，734）

299

（274）

4，991

（4，732）

2，434

（2，300）

1，673

（1，616）

316

（286）

40，635

（39，942）

人 件費 の割 合 （％） 37．9

（50．0）

30．6

（26．6）

82．3

（82．7）

118．0

（111．6）

111．8

（97．8）

74．0

（72．0）

43．9

（55．2）

※下段 の（ ）は前年度

（5） 行 事 等 活 動 内容

《理事会・評議員会・法人監査》
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法人監査（5年度決算等）

令和6年度第1回理事会

令和6年度第1回評議員会

令和6年度第2回理事会

楠木監事と協議

楠木監事と協議

令和6年度第3回理験

《定例職員会、新型コロナ感染防止委員会及び安全衛生委員会の開催》

毎月第1金 曜 日に定例職員会及び新型コロナ感染防止委員会、安全衛生委員会を開催し、各科の現

況や利用者支援の方策、安全衛生対策や感染防止対策などについて全員参加により協議及び検討を

行った。

（主な内容）

理事会 ・評議員会の報告、障害者スポーツ大会への参加 、研修旅行 （日帰り）の検討、地域にお け

る公益的な取組の検討 、消防訓練及び避難訓練、フードドライブへの協力案内、自転車の危険な運

転の罰則強化など



《職員朝礼の開催》

毎朝、ラジオ体操終了後、職員朝礼で、利用者／職員の出欠、健康状況、職員出張外出等のスケジュー

ルを共有し、利用者 ・職員の安全確保、業務の円滑化に努めた。

《虐待防止・身体拘束の適正化委員会》

令和7年1月10日 （金）虐待防止 ・身体拘束の適正化委員会及び職員研 彦を行った。

《研 修 ・会 議 等 》
・令 和6年6A19 、20日 令和6年 度 高 知 県 サービス管 理 責 任 者 等 基礎 研 修2名
・令 和6年7月17日 社 会福 祉 会 計 簿記 講 座1名

・令 和6年7月22日 納 税 実務 研 修2名

・令 和6年8月1日 ～8月3日 社 会福 祉 法 人 会 計 実務 講 座1名

・令 和6年8月27日 高 知 県 立盲 学 校 防 災研 修 会 及 び防 災 デイキャンプ

・令 和6年9月10日 働 き方 改革 関連 法 に関す る説 明会1名

・令 和6年10 ．月30、31日 令 和6年 度 高知 県サー ビス管理 責任 者 等 基 礎 研 修1名
・令 和6年12月16日 令 和6年 度 高 知 県 福 祉 ・介護 新任 職 員 フォローアップ研 修1名

・令 和7年1 ．月24日 職 員研 修 会 ： 「発 達 障害 について」
・令 和7年1月24 、25日 高 知 県就 労 センター 協議 会 等 合 同職 員研 修 会2名
・令 和7年2月7日 仕 事 の任 せ方 研 修1名

・令 和7年2 ．月27日 高 次脳 機 能 障 害者 支 援 研 修 会1名

・令 和7年3 ，月11、12日 甲種 防 火 管 理講 習1名

《行 事 等 》
・令 和6年5月26日 第26回 高知 県 障 害 者 スポーツ大 会 （春 野 運動 公 園）

・令 和6年5月28日 木 工加 工機5軸NCル ー ター整備 事 業 に係 る入 札

・令 和6年5月31日 高 知 県共 同募 金 会 助 成 事 業 申請

・令 和6年6月2日 第26回 高 知 県 障 害 者 スポーツ大 会 （ボウルかつ らしま）

・令 和6年6月4日 はり灸 マッサ ージの賠 償 責任 保 険 について弁 護 士 と協議

・令 和6年7 ．月間 高 知 市 社 会福 祉 法 人 連 絡 協 議 会 「フードドライプ事 業」へ の協力
・令 和6年8月13日 ～19日 夏 期 休 暇

・令 和6年10 ．月25日 高知 検診 クリニック（利 用 者 ）＊職 員 の定期 健 康 診 断 は随 時
・令 和6年11月27日 研 修 旅 行 （日帰 り）：足 摺海 洋 館SATOUMI

・令 和6年11 ．月20日 消 防 訓 練 及 び洪 水 ・津 波 を想 定 した立退 避 難 訓練 （自主 訓練 ）
・令 和6年12 ．月14日 地 域 の清掃 活 動 、お 弁 当配 布 及 び レクレーション

（利 用 者 ・職 員 による清掃 活 動 後 、利 用 者 へのお弁 当の配布 及 び

レクレーションを行 う。）

・令 和6年12E間 高知 市 社 会福 祉 法 人連 絡 協議 会 「フードドライグ事 業 」へ の参加

・令 和6年12 ．月28日 「仕 事 納 め式 」

・令 和7年1月27日 青森 りんご贈 呈 （高知 市役 所 ）

・令 和7年2 ．月27日 夜 間 （くすのき寮 ）の消 防 訓 練 （通 報 、避 難 、消 火 ）及 び洪 水 ・津 波 を

想 定 した垂 直 避 難 訓 練 （自主 訓 練
・令 和7年2月24日 特 別 清掃 （本 館1～3階 、ワックス掛 け）



《実 習 ・見 学 等 》

・令 和6年5 ．月30日 県 立 日高 特別 支 援 学 校 み かづ き （生 徒7名 教 員3名 計10名 ）
・令和6年5 ．月27日 ～6．月7日 県 立 日高特 別 支 援 学 校 しん ほん ま ち1名

・令和6年6A6日 県 立 日高 特別 支援 学校 み かづ き高 等 部1年 生 徒7名

・令 和6年6 ．月24日 細 木 病 院 デ イ ケ ア 「フ レン ズ」 利 用 者7名

・令和6年6月17日 ～6 ．月28日 県 立 盲学 校 高等 部3年 生1名
・令 和6年9 ．月10日 高 知 大 学 付 属 特別 支援 学 校 （実 習 生 ）1名

・令 和6年9H27日 小 高 坂 小 学校 特 別 支 援 学 級 （1～6年 生 ：18名 ）

・令 和6年10 ．月10日 山 田特別 支 援 学校 高 等 部2年 生1名

・令 和6年10月15日 ～10月25日 市立 高 知 特 別 支 援 学校 高等 部1年 生

・令 和6年10月22日 ～11 ．月1日 県 立 日高 特 別 支 援 学 校 しん ほ ん ま ち1名

・令 和6年10月28日 ～11月1日 県 立盲 学 校 高 等 部3年 生1名

・令 和6年10A28日 ～11月15日 高知 大 学 付 属 特 別 支援 学校 高 等 部1年1名

・令 和6年11月20日 県 立 ろ う学 校 父 兄3名 、先 生2名 計5名
・令 和7年1月27日 ～2月6日 県 立 日高特 別 支 援 学 校 しん ほん ま ち1名

・令 和7年2月12日 ブ ラジ ル か らの よ さ こい留 学 生2名

・令 和7年3月3日 ～3月6日 入 所 に 向 け て の実 習1名

・令 和7年3月6日 ～3 ．月11日 入 所 に 向 け て の実 習1名

（6）課 題 へ の対応

《こだかさの 「基本 方 針 」に基 づ く実 践 》

当 法 人 の 「基 本 方 針 （助 け合 い、支 え合 い 、高 め合 い）」に基 づ き、利 用 者 ・職 員 が互 い に

目配 り、気 配 り、心配 り、声 掛 けをしながら、信 頼 関係 に基 づ く風 通 しの良い職 場 づ くりに努 め

た。

《6S運 動 の展 開 》整 理 、整 頓 、清 掃 、清 潔 、習 慣 （あい さつ ）、 ス マ イ ル （笑顔 ）

毎 ．月の職 員 会 において、各 科 の 目標 や取 組 、成 果 について発 表 し、職 場 環 境 の改 善 、業

務 の効 率 化 とともに職 員 意 識 の 向上 に努 めた。

《新 型 コ ロナ ・イ ン フル感 染 防止 対 策》
・引 き続 き 、福 祉 施 設 との観 点 か ら、 以 下 の取 り組 み を継 続 して い る。

① マ ス ク ：職 員 、利 用 者 、来 客 者 ともマ ス クの着 用 。

② 検 温 ：体 調 に は十 分 に気 を付 け 、熱 が あ る場 合 に は、職 員 に 申 し出。

くす の き寮 は 、 毎 日検 温 し記 録 す る。

③ 消 毒 ：早 出 に よ る消 毒 。 玄関 の 来 客 テ ー ブル の使 用 後 の消 毒

併せ て 、
・ 利 用者 に 、「5．月 の連 続 休 暇 期 間 中 の感 染症 防止 対策 へ の協 力 につ い て 」を配 布 し、

周知 に努 め た。
・ 「夏期 休 暇期 間 中の コ ロナ 感 染 や 熱 中症 の 防止 にっ い て」 を利 用者 に配 布 し周 知



徹 底 した 。

・ 来 客 者 へ の マ ス ク の 着 用 の 徹 底 を 行 っ た 。

・ 令 和6年11 ．月 ～12月 の 間 、利 用 者 ・職 員 の インフルエンザ 予 防 接 種 希 望 者 へ の 接 種 （国

吉 病 院 ） を行 っ た 。

《職 員 の 高齢 化 や世 代 交 代 》

職 員 の 高齢 化 や 世 代 交 代 を踏 ま え計 画 的 な人 材 確 保 に取 り組 ん で い る。

令 和6年4． 月1日 よ り、正 職 員1名 を採 用 した。
一方

、令 和5年4月1日 に採 用 した 、正 規 職 員1名 が、自己都 合 に よ り退職 した。

なお 、令 和7年4月1日 より、臨 時職 員1名 を採 用 した。

《就 労継 続 支 援A型 ・B型 の新 規 利 用者 の確 保 》

コロナ感 染 のある程 度 の落 ち着 きを見 せ ているなか、相 談 事 業 所 からの新 規 利 用 者 入所

に向 けての見 学 ・体 験希 望依 頼 や 、特 別 支 援 学校 等 の見 学 ・実 習を通 じたPRに より、積

極 的な新 規 利 用者 の確 保 に努 めた。

な お 、今 後 、B型 利 用者 確 保 が 困難 で あれ ば 、生 活 介 護 事 業 の開始 につ い て も検

討 す る。

（A型・B型及びくすのき寮の入所者・退所者）

令和6年6H4日B型 木工入所 （廣瀬）：自宅から

令和6年9．月17日B型 木工入所 （吉本）：一般就労から

令和6年10．月21日B型 木工入所 （片岡）：自宅から

令和7年1．月1日B型 木工及びくすのき寮退所 （岡林）：死亡

令和7年2月3日B型 木工入所 （戸 田）：GHから

令和7年3月5日 くすのき寮入所 （岡部）1自宅から

令和7年3月10日B型 マッサージ入所 （木下）：自宅から

令和7年3月10日B型 木工入所 （金子）：B型事業所から

＋1（B型 ）

＋1（B型 ）

＋1（B型 ）

－1（B型 ）
、－1（寮 ）

＋1（B型 ）

＋1（寮 ）

＋1（B型 ）

＋1（B型 ）

合計 ＋5（B型）、±0（寮）

（参考）

・くすのき寮入所希望者の見学及び問い合わせ6名

・B型入所希望者の見学及び問い合わせ11名

○令和7年3，月31現 在

A型 ：定員10名 、入所者7名

B型 ：定員44名 、入所者43名

くすのき寮 ：定員20名 、入所者19名

○利 用 者 数 の 推 移 （A型 ＋B型 ）

27年 度 （51名 ）28年 度 （50名 ）29年 度 （48名 ）30年 度 （48名 ）元 年 度 （47名 ）

2年 度 （49名 ）3年 度 （42名 ）4年 度 （44名 ）5年 度 （45名 ）6年 度 （50名 ）



《個別支援会議》

利用者支援については、社会福祉法人としての公益性、専門性、障害や障害者へのより理解を深め、

利用者・職員が互いに信頼関係に基づく質の高い支援が求められる。

制度改正に伴い、利用者本人の参加をもとに、サービス管理責任者、管理者、担 当者及び部科長等

で構成する個別支援会議を開催し課題を共有し、個別支援計画を策定した。

また、毎朝の朝礼で、利用者のその 日の活動を職員間で 情報共有し、きめ細かな支援を行った。

なお 、最近、当法人がこれまでノウハウがなく、受け入れを躊躇していた精神障害のある利用者の増

加があり、一人一人に応じた障害の理解とその支援のむつかしさを痛感しており、職員のより一層の学

びが必要である。

・ 令和6年9月17～9 ．月27日 令和6年 度後期の個別支援計画を策定

・ 令和7年2月26～3 ．月6日 令和7年 度前期の個別支援計画を策定

《社 会 福祉 充 実 計 画 》

理 事 会 提 出 の 県有 財 産 （旧盲 ろ う福祉 会 館跡 地） の 当 法人 取 得 に伴 う有 効 活用 に

つ い て は 、 令 和7年2． 月下 旬 に高 知 市 指 導 監査 課 と最 終 協 議 し、社 会 福 祉 充 実計 画

は適 正 で あ る 旨、承 認 され て い る。

この 計 画 の 実施 に よ り、8年 度 に 「承 認 社 会 福祉 充 実 計 画 終 了 に伴 う承 認 申請 書 」

を提 出 し、 高 知 市 の承 認 に よ りこ の計 画 は終 了 す る。

《労働基準監督署の現地調劃 〉
・職員の労働災害の適応に伴い行われた、労働基準監督署の現地調査 （令和6年

11月12日 ）において指摘された、是正勧告2件 、指導事項2件 に対し、是正及び改善措置を行った。

《労使協定》
・令和7年3月7日 定例職員会において時間外労働等について説明し労働者代表の同意を得、

労働基準監督署に提出

《契約・補助金・助成劃 〉
・公立学校共済組合高知宿泊所 （高知会館）物品等取引契約

・龍馬マラソン記念メダル受注（10，000個）
・NHK歳 末たすけあい助成事業

・特定求職者雇用開発助成金

・高知市障害者支援施設物価高騰緊急対策給付金

・日本財団助成機械整備

・共同募金会

・イーパーツリユースPC寄 贈プログラムの活用

40，200円

800，000円

75，000円

31，520，000円

357，000円

《県教委申請関係》
・手話通訳者養成講座、高知市委託事業手話奉仕員養成講座受講生の駐車場確保

について盲学校使用申請を行った。



《行政及び関係団体・法人の会議出席等》
・高知県身体障害者（児）施設協会総会・（福）高知慈善協会理事会

・高知県社会福祉法人経営者協議会理事会・高知市社会福祉法人連絡協議会理事会

・社会福祉法人愛成会理事会

・高知県障害福祉課（県有財産の取得希望の要望書提出）

（聴覚障害者情報センター関係来年度予算協議）
・高知市障がい福祉課（グループホーム建設及び生活介護事業協議）

・高知市指導監査課（社会福祉充実計画協議）

・社会福祉法人愛成会理事会

・社会福祉法人高知慈善協会理事会

・社会福祉法人高知新聞社福祉事業団評議員会

・高知県社会福祉法人経営者協議会理事会・総会

・高知県身体障害者（児）施設協議会

・高知県社会福祉協議会評議員会

・高知県盲学校運営協議会、文化発表会、運動会
・高知市社会福祉法人連絡協議会役員会・総会

・若一王子宮秋季大祭お神輿巡幸（おなばれ）

・高知県共同募金運動開始式

・城西防災フェアー （城西中）

・山ノ端交番連絡協議会

《各 部 ・科 の取 組 内容 の報 告 》

① 木 工部 木 工科

（鳴子 の 売 り上 げ）
・ 令 和6年 度 は5年 度 の 下半 期 か ら伸 び は始 めた 鳴子 の売 り上 げが継 続 し、総

体 的 に は コ ロナ 禍 前 の 売 り上 げ に 戻 っ て き た と思 われ る。 売 上 額 前 年 度 対 比

136％ とな っ た。

・ 海 外 か らの注 文 も継 続 的 に入 っ てい る。

売 り上 げ数 が増 え る半 面 、8月 か らのNC加 工機 の故 障や 利 用 者 の欠 員 に よ

り生 産数 が 上 が らず 、完 成 品及 び 半製 品 の在 庫 が予 定 の70％ 減 とな り令 和7

年度 の 受 注 に大 き な影 響 が 出 る こ とが想 定 され るが 、6年 度 日本 財 団 助 成 に よ

り購 入 したNCル ー ター の フル稼 働 と と もに利 用 者 の確 保 に よ り乗 り切 りた

い と考 えて い る。

（木 工製 品 の 売 り上 げ）
・ 令 和6年 度 の木 工 製 品 は前 年 比126％ と大 き く売 り上 げ を伸 ばす こ と とな っ

た。

・ 新 た な機 器NCル ー タ ・レー ザ ー加 工機 の 導入 に よ り、高知 県木 材 協 会及 び

木 工連 との連 携 に よ って 商 品 の受 注 を拡 大 し売 り上 げ に繋 げ る こ とが で きた 。
・ 東 京 都 品川 区観 光 課 よ りク リスマ ス ツ リー の注 文 が あ り、駅 前 に設 置 の た め

A型 利 用 者2名 と出 張 工事 に行 き、販 路 の拡 大 に繋 げ る こ とが で きた。

・ 下請 け作 業 はす の この等 の 注文 が減 り作 業 量 が 減少 した。
・ 木 工連 主 催 の高 知 大 丸 で の販 売 （年3～4回 ） を継 続 して い る。



（軽 作 業 ）
・YAMAKINの 作業 は受 注 量 を増 や し順 調 に継 続 して い る。

（販 売 活 動 ）

・令 和6年6月29
、30日 移 住 促 進UIタ ー ン 大 阪 一 東 京 鳴 子 の組 み 立 て教 室

・令 和6年7H1日 品 川 区 とのイベ ント打 合 せ

・令 和6年7月27
、28日 高 知 商 工 会 議 所 親 子 教 室

・令 和6年8A3 、4日 朝 霞 市 民 まつ り（彩 夏 祭 ）

・令 和6年8A4日 サ ニ ー アクシス （木 工 教 室 ）

・令 和6年8E10 、11日 よさこい祭 り「市 民 憲 章 」

・令 和6年8月24
、25日 原 宿 表 参 道 元 氣 祭 スー パ ー よさこい2024出 展

・令 和6年9 ．月7、8日 大 阪 アンテ ナ ショップ （とさとさ）鳴 子 組 み 立 て

・令 和6年10 ．月20、21日 ゑ え じゃな いか 祭 り

・令 和6年10A25日 ～27日 品 川 シンボル ツリー の 設 置 及 び 商 談 会

・令 和6年10月26日 高 知 市 鏡 地 域 工 作 教 室

・令 和6年11H16日 障 害 者 作 品 展 （とさの さと） 工 作 キ ットの教 室 ・商 品販 売

・令 和7年2月16日 高 知 竜 馬 マ ラソン2025鳴 子 組 立 教 室

（視 察 ）

・令 和6年9月4日 ～9 ．月7日 木 工 連 視 察 （旭 川 市 ）

② 洋裁 科

受 注 業者 の 開拓 、拡 大 、維 持 に努 め る と ともに 、利 用 者 の障 害 特 性 に応 じた作 業

とな る よ う工夫 に努 め た。

③ 理 美 容 ・鍼 灸 マ ッサ ー ジ科

利 用者 と ともに 、顧 客 の増加 に取 り組 む と ともに 、顧 客 のニ ー ズ を把 握 し、 き め

細や か な接 客 とな る よ う努 めた 。 売 上 げ ・顧 客数 につ い て は、 コ ロナ禍 前 の水 準 に

な って い る。

施 術 時 間 「60分 コー ス」、 「40分 コー ス 」 に加 え 、新 た に 「15分 コー ス 」 を

設 け、利 用者 が 高齢 に な って も引 き続 き勤務 が で き る よ う施 術 時 間 を短 くす る工夫

を行 う と とも に、顧 客 の確保 に努 めた。

（8） 令 和5年 度 の決 算 監査 にお いて、口頭 で指 摘 した事 項 につ いての令 和6年 度 ホロー

アップ監 査 の結 果 について

別 添 の とお り、 監事 よ り報 告 が あ りま した。



売 上 の 推移

（1） 木 工 科

23年 度

24年 度

25年 度

26年 度

27年 度

28年 度

29年 度

30年 度

元年 度

2年 度

3年 度

4年 度

5年 度

6年 度

（合 計 ） （鳴 子 ）

40，178千 円 （24，592）

40，710千 円 （27，289）

50，300千 円 （34，442）

47，734千 円 （26，761）

60，197千 円 （36，188）

63，005千 円 （36，602）

61，007千 円 （34，436）

62，316千 円 （35，577）

66，653千 円 （40，871）

34，499千 円 （10，396）

39，884千 円 （13，894）

53，773千 円 （22，286

61，479千 円 （33，945

81，536千 円 （44，433

（木 工 製 品 ）

15，151）

12，893）

15，067）

20，095）

21，910）

24，576）

24，185）

24，772）

23，614）

21，702）

25，046）

（29，972

（26，140

（34，515

（軽 作 業 ）

435）

528）

791）

878）

2，099）

1，827）

2，386）

1，966）

2，168）

908）

942）

（1，513）

（1，394）

（2，588）

（2） 理 美 容 科 （合 計 ）

23年 度5，502千 円

24年 度5，983千 円

25年 度5，732千 円

26年 度5，862千 円

27年 度6，297千 円

28年 度6，286千 円

29年 度6，043千 円

30年 度5，706千 円

元 年 度5，409千 円

2年 度3，584千 円

3年 度3，863千 円

4年 度3，716千 円

5年 度3，713千 円

6年 度4，562千 円

（理 容 科 ） （美 容 科 ）

（2，892） （2，610）

（3，172） （2，811）

（3，143） （2，589）

（3，186） （2，676）

（3，221） （3，076）

（3，204） （3，082）

（2，980） （3，063）

（2，980） （2，762）

（2，852） （2，557）

（1，832） （1，751）

（2，000） （1，863）

（1，971） （1，745）

（2，061） （1，652）

（2，064） （1，497）

※3，149件

※3，459件

※3，375件

※3，366件

※3，130件

※2，018件

※2，243件

※2，210件

※2，132件

※2，089件

（3） 洋 裁 科

23年 度

24年 度

25年 度

26年 度

27年 度

28年 度

29年 度

2，281千 円

1，767千 円

2，237千 円

1，888千 円

1，869千 円

1，797千 円

1，673千 円



30年 度

元年 度

2年 度

3年 度

4年 度

5年 度

6年 度

1，854千 円

1，663千 円

1，910千 円

969千 円

1，098千 円

1，030千 円

977千 円

（4） は り灸 マ ッサー ジ科

（A型 利 用者3名 、B型 利 用 者3名 →29年 度 か ら全員B型 へ 移 行 ）

23年 度

24年 度

25年 度

26年 度

27年 度

28年 度

29年 度

30年 度

元 年 度

2年 度

3年 度

4年 度

5年 度

6年 度

5

6

6

5

5

5

5

5

5

3

4

5

5

6

974千 円

439千 円

139千 円

386千 円

614千 円

460千 円

670千 円

759千 円

179千 円

661千 円

707千 円

284千 円

721千 円

061千 円

（内 、 は り灸

（内 、 は り灸

（内 、 は り灸1，

（内 、 は り灸

（内 、 は り灸

（内 、 は り灸

（内 、 は り灸

（内 、 は り灸

（内 、 は り灸

（内 、 は り灸

（内 、 は り灸

（内 、 は り灸

（内 、 は り灸

（内 、 は り灸

994）

991）

173）

890）

842）

759）

706）

699）

573）

407）

155）

169）

129）

132）

※2，996件

※3，197件

※3，031件

※2，670件

※2，807件

※2，753件

※2，865件

※2，912件

※2，509件

※1，671件

※2，182件

※2，445件

※2，635件

※2，795件



○ くす の き 寮 （グ ル ー プ ホ ー ム ）

（1） 開 所 日数 365日

（2） 利 用 者 数 等 （令 和7／3／31）

階 （定員 ） 実人員 生活支援員 世話人

1階 （5） 5 一 一

2階 （10） 10 一 一

3階 （5） 4 一 一

計 （20） 19 1（0．7） 11（5．4）

※（ ）常勤換算割合

※生活支援員 （障害者の身の回 りの介助 を行 う職員）前年の障害支援 区分3の 利 用者 を9で 除 した数

（3） 利用者 の年齢及び帰省 の状況 （家族 との連携）

利 用者 の年齢 帰 省 の 状 況 （6年 度 中／ 月）

40歳 未 満 40歳 台 50歳 台
60歳 台

以 上
な し ～10日 ～30日 30日 以 上

5名 1名 4名 9名 11名 8名 0名 0名

（4）1人 当 た り の 利 用 料 月 額 （30日 ） （単 位 ：円 ）

区 分
家 賃 月 額25，000

市 町 村10，000補 助

光 熱 水 費

1日400

食 費3食

760

190／285／285

合 計

（作 業 日の昼食 は、

就 労事 業 で請 求）

GH／CH （自 己負 担 ）15，000 12，000 22，800 49，800

3月 の状 況 最 高 （45，545） 最 低 （15，000） 平 均 （37，952）

（5） 行 事 等 活 動 内容 の報 告

《行 事 等 》

令 和6年5． 月26日 第26回 障 害者 スポー ツ大 会

令 和6年8月9日 高 知 市納 涼 花 火 をくす のき寮 の屋 上 で鑑 賞

令 和6年8． 月13日 ～19日 こだかさ障害 者 支 援 センターの夏 季 休 暇

令 和6年9月17日 ～27日 令 和6年 度 （後 期 ）の個 別 支 援 計 画 を作 成

令 和6年10月25日 利 用 者 検 診 （高 知 検 診 クリニック）※職 員 の定 期 健 康診 断 は随 時

令 和6年11月 ～12月 の間 利 用 者 ・職 員 のインフルエンザ予 防 接 種 （希望 者 ）

令 和7年11， 月20日 消 防 訓練 及 び洪 水 ・津 波 を想 定 した立 退 き避 難 訓練 （自主 訓練 ）

令 和6年12月3日 食 堂ワックス掛 け、厨房 内清 掃 、1階 ・2階トイレ特 別 清 掃

令 和7年12． 月21日 冬 至 のゆず湯 （1階大浴 場 ）

令 和7年1月1日 新年 会

令 和7年2H27日 夜 間の消 防 訓 練 （通 報 ・避 難 、消火 の 自主 訓 練 ）及 び洪 水 ・津 波 を

想 定 した垂 直避 難 訓 練 （自主訓 練 ）

令 和7年2月26日 ～3．月6日 令 和7年 度 （前 期 ）の個 別 支 援 計 画 を作成

お誕 生 会 の実施 ： 利 用 者 のお誕 生 日に合 わせ 、プレゼントや 、少 し豪華 な食 事 を提 供



《くす のき寮 の新規利 用者 の確保》

相談事 業所からの新 規利 用者入所 に向けての見学 ・体験 希望依頼 や、特別 支援 学校

等の見学を通 じたPRに より、積極 的な新規利用者 の確保 に努めた。

（くす の き寮 の入 所 ・退 所 者 ）

令 和7年1月1日 くす のき寮退 所 （岡林 ）：死 亡

令 和7年3月5日 くす のき寮入 所 （岡部 ）：自宅 から

一1（ 寮 ）

＋1（ 寮 ）

合 計 ±0（ 寮 ）

（参 考 ）

・くす のき寮 入 所 希 望 者 の 見 学 及 び 問 い 合 わせ6名

・利 用 者 数 の推 移

27年 度 （17名 ）28年 度 （18名 ）29年 度 （19名 ）30年 度 （18名 ）元 年 度 （20名 ）

2年 度 （19名 ）3年 度 （18名 ）4年 度 （18名 ）5年 度 （19名 ）6年 度 （19名 ）

（6） 課 題 へ の対応 等
～ 共 に助 け合 う共 同生 活 ～

① 利 用 者 本 人 の参加 を も とに、サ ー ビス 管 理 責任 者 、管 理者 、世 話 人 等 で 構成 す る、

個 別 支援 会議 を開催 し、課 題 を共有 し、利 用 者 一 人 ひ と りの課 題 に応 じた支 援 、安

定 した 生 活 が で き る個 別 支 援 計 画 を作成 した。

② 家 庭 的 な雰 囲気 の 中 での 共 同 生活 を心 掛 け る と と もに、健 康 増 進 の た め 、早 期 の

通 院促 進 、通 院 の 予 約 ・送 迎 ・同行 ・手 話通 訳 の依 頼 ・衛 生 管理 、服薬 管理 ・血圧

の 測 定 ・記 録 等 、 日常 的 に き め細 か な 支援 を行 っ た。

ま た 、歩 行 に心 配 が あ り利 用者 へ の対 応 と して 、寮 内等 の危 険個 所 の把 握 と とも

に 、 よ り一 層 のバ リア フ リー 化 に努 め た。

③ 引 き続 き 、新 型 コ ロナ ・イ ン フル 感 染 防止 のた め 、夕食 時 な どに 、利 用 者 に対 し

て 、外 出 時 な どは 人 込 み を避 け 、マ ス ク、手洗 い 、消毒 を必 ず 行 うよ うに注意 喚起

を行 った うえで 、 そ れ らを記 した注 意 書 を寮 内各 所 に掲 示 した 。

④ 安 全 な生 活 がで き る よ う、年2回 の消 防訓 練 を実 施 し、 防 災 につ いて の理解 を深

め る と とも に、南 海 地 震 に備 え （い っ ど こで 地 震 が あ るか わ か らな い の で） 自分 の

命 は 自分 で 守 り、 （頭 を守 り揺 れ が お さま った ら、近 くの 安全 な場 所 に避 難 す る）

生 き抜 くこ とにつ い て周 知 した。

⑤ 新 規利 用者 確 保 の た め 、相 談 支援 事 業 所 のモ ニ タ リン グや サ ー ビス更 新 時 に、 新

規 利 用 者 の紹 介 を依 頼 した。



○聴覚 障 害 者 情 報 セ ン ター

（1）開館 日数290日 （休館 、12月29日 ～1月5日 、祝 日 二合 計75日 ）

開館 時 間

利用時間 月～金 ニヒ ・ 日

相 談 ・情報提供 コーナー 9～17時 9～ ユ7時

ビデオ ライブ ラリー 9～21時 9～17時

研修室の貸室 9～21時 9～17時

（2）事業実績

①県委託事業

ア 手話通訳者養成研修

手話通訳者養成講座修了者

登録手話通訳者研修5回

＊県登録手話通訳者

手話通訳者全国統一試験

通訳 工 高知市／昼 ・夜

通訳1黒 潮町

通訳1［［ 高知市／昼 ・夜

通訳 丑 四万十市

通訳1［［ 中芸広域

通訳皿 高知市

全体学習、通訳実技、講師による講義

1ユ 名

3名

10名

5名

4名

8名

令和5年 度 （116名 ）→令和6年 度 （122名 ）

合格者5名 ／受験者19名

イ 字幕 入 りビデオライブラ リー事 業

登 録者 （団体含む）214名 （個人183名 、団体31団 体〉

貸 出数282本 （ビデオ0本 、DVD282本 ）

移動 ライブ ラリ・一一実施な し

ウ 聴覚障害者向け生活支援事業

難聴者 ・中途失聴者向け手話教室5回 申込者無 しの為中止

防災学習会8回 （城西防災フェア、防災士養成講座他）

相談支援516件 （訪問相談2件 ）

②市町村委託事業

高知市手話奉仕員養成講座
四万十市手話奉仕員養成講座

四万十町手話奉仕員養成講座

宿毛市手話奉仕員養成講座

香南市 ・香美市手話奉仕員養成講座

修了者

修了者

修了者

修了者
修了者

入門編47名 基礎編30名

基礎編10名

基礎編9名

基礎編20名

基礎編10名

③ 要約筆記者派遣事業

派遣件数51件 （中止1件 ） 派遣人数228名

派遣 サークル 「やまもも」、 「コスモス」、 「赤 とんぼ」



（3）研修室使用状況

（700件 →701件 、6，

①聴覚障害者関連団体

②視覚障害者関連団体

③その他の障害者関連団体

④聴覚障害者情報センター

⑤小高坂、県

⑥その他

429名 →6，874名1使 用 料 収入1，800円 ）

288件 、2，

56件 、

1件 、

282件 、3，

72件 、

2件 、

774名

229名

6名

31ユ 名

527名

27名

※ユ日平均利用者数24名

（4）行事等活動 内容

行事等

ふ くし専門相談会 （2回）

ふ くし機器展バ リア フリー一一フェスティバル2024（ 日常生活用具展示等）

こうち旅広場避難訓練

研修等
6／13～14

7／15

8／4

8／23

9／16

10／5

11／4

11／14

11／22

12／2

12／11

12／14～15

1／9

1／16～17

全国聴覚障害者情報提供施設総会及び大会 （宮城県仙台市）

講師会学習会 （高知市）

要約筆記者現任研修 （四万十町）

徳島県視聴覚障がい者支援センター視察 （徳島県徳島市）

講師会学習会 （高知市）

城西防災フ＝ア （高知市）

講師会学習会 （高知市）

中国 ・四国ブUッ ク情報提供施設長会議 （岡山県岡山市）

普通救命講習 （高知市）

普通救命講習 （高知市）

視聴覚障害者の防災講座 （四万十市）

防災士講座 （高知市）

中国 ・四国ブロック意思疎通支援事業会議 （オンライン）

中国 ・四国ブロック映像制作担当者研修会 （岡山県岡山市）

2名

3名

2名

2名

5名

3名

4名

欠席

2名

1名

2名

3名

0名

0名

（5）課題へ の対応等

利用者 のニーズ を把握 して、関係 団体 と協力 しなが ら情報 の発信、 コミュニケー

シ ョン保障、相談な ど一人ひ とりに応 じた支援 に努 め る。


